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れた。次に，大豆粉培地に 2%の Gluを添加して g-PGA























































化する経路か，L-Ala を D-Ala にラセミ化した後，こ
れをアミノ基転移反応により D-Gluを合成する 2経路





















ピーベクターである pDG148 上の IPTG 誘導型プロ


















































































ており，他方 gudB の遺伝子産物は GlutDH として活
性を持たないことが報告されている。一方で，gudBの
復帰突然変異（gudB1）も報告されており，gudBに存







































































平成 25年 10月 8日（火）午後 3時 30分から，本専
攻が 11号館 2階バイオサイエンス専攻大講義室にて開
催した学位請求論文の公開本人口頭発表会で，学位請求
者 加田 茂樹氏は，40分間の口頭発表を行い，その
後 20分間の質疑応答を受けた。発表会終了後，主査，
副査と専攻委員による審査会議を開催し，提出論文の内
容と本人発表ならびに質疑応答について慎重に審査し
た。その結果，学位請求者の経歴や学術業績が学位記申
請の要項を満たしており，質疑に対する応答が適切だと
判断された。また，公表論文に関与した共同研究者との
間で学位取得に関して問題が無いことを確認した。さら
に，学位記請求論文を中心として，一カ国以上の外国語
を含む最終試験に合格していること，当該学位請求論文
の内容が学位授与に相当することを全員一致で評決し
た。
よって，審査員一同は博士（バイオサイエンス）の学
位を授与する価値があると判断した。
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